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Ｑ　

あ
な
た
は
現
在
パ
ー

マ
（
ウ
ェ
ー
ブ
、
ス
ト
レ
ー

ト
パ
ー
マ
、
縮
毛
矯
正
）
を

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か

（
単
数
回
答
）

現
在
パ
ー
マ
を
し
て
い
る

の
は
28
・
１
％
で
す
。「
以

前
は
し
て
い
た
が
今
は
し
て

い
な
い
」
と
い
う
中
止
者
は

48
・
７
％
、
未
経
験
者
は

23
・
１
％
で
す
。
時
系
列
で

み
る
と
、
20
代
、
30
代
の
現

在
利
用
率
が
ダ
ウ
ン
し
て
い

ま
す
。

　

厚
労
省
は
、
こ
こ
３
か
年

３
度
に
わ
た
っ
て
通
知
を
発
し
、

生
活
衛
生
同
業
組
合
（
以
下
、

組
合
）
が
新
規
開
設
同
業
者

へ
の
情
報
提
供
や
立
ち
入
り

検
査
等
の
適
切
な
実
施
を
す

る
よ
う
組
合
活
動
の
推
進
に

協
力
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に
は
、

組
合
運
営
の
根
拠
法
で
あ
る

生
衛
法
（
生
活
衛
生
関
係
営

業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振

興
に
関
す
る
法
律
）
の
制
定

後
50
年
以
上
が
経
過
す
る
中

で
、
組
合
に
対
す
る
意
識
の

希
薄
化
や
組
織
基
盤
の
脆
弱

化
も
否
め
な
い
状
況
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

昨
年
の
通
知
に
示
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
組
合
活
動
の

推
進
等
の
機
運
を
全
国
的
に

高
め
て
い
く
た
め
の
方
策
に

関
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

来
ま
し
た
が
、
先
頃
、
厚
労

省
の
意
向
を
受
け
て
全
国
生

活
衛
生
同
業
組
合
中
央
会
が
、

本
年
か
ら
11
月
を
「
組
合
活

動
推
進
月
間
」（
以
下
月
間
）

と
定
め
、
関
係
機
関
・
団
体

等
連
携
の
も
と
、
組
合
の
周

知
広
報
や
組
合
活
動
の
活
性

化
の
た
め
の
取
組
み
を
重
点

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
月
間
」
に
つ
い
て
は
①

衛
生
遵
守
に
関
す
る
自
主
点

検
検
査
活
動
等
の
衛
生
活
動

の
推
進
②
組
合
に
関
す
る
周

知
広
報
の
推
進
③
組
合
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
④

後
継
者
・
若
手
人
材
の
育
成
、

若
手
に
よ
る
組
合
活
動
の
活

性
化
⑤
営
業
者
、
消
費
者
、

行
政
等
の
関
係
機
関
の
連

携
・
対
話
の
推
進
の
５
項
目

を
重
点
活
動
項
目
と
し
、
衛

生
行
政
の
推
進
に
資
す
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
月
間
」
の
実
施

に
向
け
て
関
係
機
関
で
準
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
厚
労

省
も
後
援
等
の
協
力
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。
当
組
合

と
し
て
は
今
後
、関
係
先（
東

京
都
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー
等
）
が
示
す
施
策
に

沿
っ
て
具
体
的
な
動
き
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教
育
部
会

◦
７
月
28
日
開
催

26
年
度
事
業
計
画
の
確

認
及
び
具
体
化
に
つ
い
て

審
議
後
、
各
講
習
会
の
収

支
決
算
報
な
ど
９
事
業
に

つ
い
て
報
告
。
続
い
て
26

年
度
全
美
連
着
付
師
社
内

検
定
受
験
者
講
習
会

の
開
催
、
第
42
回
全

国
大
会
出
場
選
手
の

強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
実
施
に
つ
い
て
協

議
。東京

都
福
祉
美
容

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議

◦
8
月
4
日
開
催

各
自
治
体
と
の
連

携
に
よ
る
福
祉
美
容

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、

26
年
度
・
福
祉
美
容

に
係
る
講
習
会
、
26

年
度
・
全
美
連
ハ
ー

ト
フ
ル
美
容
師
養
成
研
修

会
、
社
会
福
祉
法
人
浴
風

会
美
容
室
に
お
け
る
美
容

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い

て
協
議
。

総
務
部
会

◦
８
月
18
日
開
催

26
年
度
事
業
計
画
を
確

認
し
、
全
国
大
会
（
大
阪

府
）
観
戦
旅
行
の
参
加
募

集
状
況
を
報
告
後
、
美
容

賠
償
保
険
料
負
担
分
及
び

東
美
災
害
共
助
会
会
費
の

徴
収
、
全
美
連
・
総
合
福

祉
共
済
制
度
と
同
・
休
業

傷
害
補
償
共
済
制
度
の
加

入
促
進
、
推
薦
商
品

事
業
と
現
在
の
推
薦

商
品
の
状
況
、
26
年

度
お
客
様
感
謝
祭
の

実
施
の
有
無
、
違
法

営
業
の
防
止
と
取
締

り
の
一
層
の
強
化
に

つ
い
て
協
議
。

経
営
・
組
織
部
会

◦
８
月
22
日
開
催

26
年
度
事
業
計
画

を
確
認
後
、
組
合
加

入
促
進
、
組
合
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

就
業
規
則
作
成
マ
ニ

ュ
ア
ル
Ｃ
Ｄ
改
定
版
の
作

成
、
休
眠
美
容
師
の
掘
り

起
し
「
リ
ト
ラ
イ
事
業
」

の
進
捗
、
中
学
生
職
場
体

験
受
け
入
れ
事
業
所
の
募

集
、
職
業
紹
介
事
業
「
サ

ロ
ン
向
け
求
人
講
習
会
」

な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

部会＆委員会報告

厚
労
省
︑組
合
活
性
化
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

11
月
に
﹁
組
合
活
動
推
進
月
間
﹂
実
施
へ

　

厚
労
相
の
諮
問
機
関
で
あ

る
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が

先
頃
、
平
成
26
年
度
の
地
域

別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
全

国
平
均
で
時
給
16
円
ア
ッ
プ

の
７
８
０
円
と
す
る
目
安
を

答
申
し
ま
し
た
。
こ
の
目
安

は
経
済
規
模
に
応
じ
て
各
都

道
府
県
で
異
な
る
こ
と
と
、

目
安
を
上
回
る
か
同
額
と
な

る
の
が
一
般
的
で
東
京
都
の

場
合
は
、
19
円
増
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
東
京
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
は
８
月
５

日
、
19
円
の
引
き
上
げ
を
東

京
労
働
局
長
に
答
申
し
ま
し

た
。
答
申
通
り
の
ア
ッ
プ
に

な
る
と
、
現
在
最
も
高
い
東

京
都
の
時
給
８
６
９
円
は
、

８
８
８
円
に
な
る
見
通
し
で

す
。
ま
た
、
以
前
よ
り
指
摘

さ
れ
て
い
た
生
活
保
護
支
給

水
準
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

は
、
こ
の
引
上
げ
実
施
に
よ

り
逆
転
現
象
が
解
消
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

金
額
は
10
月
ご
ろ
適
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。

最
賃
19
円
ア
ッ
プ
を
答
申

東
京
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

Ｑ　

そ
の
よ
う
に
お
考
え
に

な
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
あ

な
た
の
気
持
ち
に
あ
て
は
ま

る
も
の
を
全
て
お
選
び
く
だ

さ
い
（
複
数
回
答
）

今
後
パ
ー
マ
を
「
利
用
し

た
い
」
と
は
回
答
し
な
か
っ

【
２
面
に
続
く
】

 　

パ
ー
マ
利
用
状
況

　

パ
ー
マ
を
利
用
し
た
い
と
思
わ
な
い
理
由

Ｑ　

最
近
１
年
間
に
、
美
容

師
か
ら
パ
ー
マ
の
勧
め
は
あ

り
ま
し
た
か
（
単
数
回
答
）

最
近
一
年
間
の
美
容
師
か

ら
の
パ
ー
マ
を
「
勧
め
ら
れ

た
」
と
回
答
し
た
の
は
16
・

８
％
で
す
。
年
代
別
に
み
る

と
、
20
代
で
他
の
年
代
に
比

べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
年
層
に
な
る
に
つ
れ

て
美
容
師
か
ら
の
勧
め
が
少

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Ｑ　

今
後
、
あ
な
た
は
パ
ー

マ
（
ウ
ェ
ー
ブ
、
ス
ト
レ
ー

ト
パ
ー
マ
、
縮
毛
矯
正
）
を

し
て
み
た
い
、
し
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
か
（
単
数
回

答
）今

後
の
パ
ー
マ
利
用
意
向

率
は
50
・
５
％
で
す
。
年
代

別
に
み
る
と
、
若
年
層
ほ
ど

高
く
、
10
代
で
の
利
用
意
向

率
は
63
・
１
％
で
す
。
一

方
、
50
代
の
利
用
意
向
率
は

34
・
３
％
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
。
高
年
層
ほ
ど
パ
ー
マ
利

用
意
向
率
が
減
少
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

あ
な
た
は
現
在
、
ど
の

よ
う
に
パ
ー
マ
を
し
て
い
ま

す
か
（
単
数
回
答
）

現
在
利
用
し
て
い
る
パ
ー

マ
に
つ
い
て
は
、「
ウ
ェ
ー

ブ
パ
ー
マ
」
が
51
・
０
％

と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。「
ス
ト
レ
ー
ト
パ
ー
マ
」

は
42
・
１
％
で
す
。
年
代
別

に
み
る
と
、
10
代
で
は
「
ス

ト
レ
ー
ト
パ
ー
マ
」
が
高
く
、

50
代
で
は
「
ウ
ェ
ー
ブ
パ
ー

マ
」
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
し
て
い
る
パ
ー
マ
の
種
類

　

最
近
１
年
間
の
店
員
か
ら
の
勧
め
の
有
無

　

今
後
の
パ
ー
マ
利
用
意
向

本
紙
７
月
号
に
続
き
、
全
国
理
美
容
製
造
者
協
会
（
Ｎ
Ｂ
Ｂ
Ａ
／
吉
川
秀
隆
会

長
）
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
サ
ロ
ン
ユ
ー
ザ
ー
調
査
」
２
０
１
３
年
度
版
の
中
か
ら
、

サ
ロ
ン
ユ
ー
ザ
ー
（
女
性
）
の
行
動
や
意
識
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
パ

ー
マ
と
ヘ
ア
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
利
用
状
況
や
今
後
の
利
用
意
向
、
パ
ー
マ
の
種
類
、

ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
明
る
さ
、
回
数
な
ど
に
関
す
る
回
答
か
ら
、
サ
ロ
ン
で
の
お
客
様
へ

の
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。（「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
」
７
月
号

掲
載
の
図
表
を
除
い
た
解
説
部
分
を
転
載
）

「ＺＥＮＢＩ」７月号より

若年層
パーマに関心

全日本美容講師会

99th Top Masters Mode
2014／9／2　

サロンユーザー調査　Ⅱ

　

全
日
本
美
容
講
師
会
の
第
99
回
ト
ッ

プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド
が
９
月
２
日
、

岐
阜
県
高
山
市
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
で
は
各
支
部
を
通
じ
て
テ
キ
ス
ト

の
販
売
を
行
う
と
と
も
に
、
９
月
４
日

に
Ｔ
Ｂ
Ａ
協
力
の
も
と
、ヘ
ア
創
作「
Ｚ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
と
帯
結
び
創
作
「
い
ろ
ど
り
」

「
悠
久
」
の
技
術
伝
達
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。�
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【
１
面
か
ら
続
く
】

た
理
由
に
つ
い
て
は
、「
髪

が
傷
む
か
ら
／
傷
み
そ
う
だ

か
ら
」
が
57
・
０
％
と
最
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
い

で
「
パ
ー
マ
は
お
金
が
か
か

る
の
で
」「
手
入
れ
が
大
変

に
な
る
の
で
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
年
代
別
に
み
る
と
、

20
代
、
30
代
で
「
パ
ー
マ
は

お
金
が
か
か
る
の
で
」
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン

か
ら
パ
ー
マ
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の

関
心
が
高
ま
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

10
代
で
は
「
増
え
た
」
が

48
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
い
な
い
層
で
の
今
後
の
利
用

意
向
率
は
、
35
・
４
％
で

す
。
年
代
で
傾
向
が
異
な

り
、
10
代
で
は
利
用
意
向
率

が
49
・
７
％
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
40
代
以
降
で

は
利
用
意
向
率
は
低
く
な

り
、
50
代
で
は
18
・
１
％
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
年
代
別

で
み
る
と
、
各
層
ダ
ウ
ン
し

て
お
り
、
こ
の
６
年
で
最
も

低
い
ス
コ
ア
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
２
０
１
０
年
の
40
代

を
除
く
）

【
完
】

美
容
業(

美
容
師)

の
将
来

を
考
え
た
場
合
、
指
導
的
立

場
に
あ
る
方
々
は
、
後
進
に

経
営
と
技
術
を
着
実
に
指
導

し
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
指
導

者
と
し
て
自
ら
の
職
業
に
対

す
る
見
識
を
高
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
東
京
都
が
実
施

し
て
い
る
「
職
業
訓
練
指
導

員
試
験
」
は
こ
う
し
た
方
々

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、
合
格

者
に
は
国
家
資
格
の
「
職
業

訓
練
指
導
員
免
許
」
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
受
験
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す

１　

実
施
試
験

　

実
技
試
験
及
び
学
科
試
験

２　

試
験
日
時
及
び
学
科
内

容
（
別
表
参
照
）

３　

受
験
資
格

美
容
の
実
務
経
験
５
年
以

上
（
高
卒
以
上
の
場
合
）

４　

試
験
科
目

試
験
科
目
は
つ
ぎ
の
と
お

り
。

１
、
指
導
方
法

２
、
系
基
礎
学
科

①
保
健
衛
生
（
公
衆
衛
生
、

環
境
衛
生
、
感
染
症
、

衛
生
管
理
技
術
、
理

容
・
美
容
保
健
）

②
理
容
・
美
容
の
物
理
・

化
学
（
理
容
・
美
容
の

物
理
香
粧
品
の
化
学
）

③
運
営
管
理
（
経
営
戦
略
、

経
営
・
労
務
管
理
、
接

客
法
）

④
安
全
衛
生
（
安
全
管
理
、

衛
生
管
理
）

３
、
専
攻
学
科

①
美
容
理
論
（
美
容
文
化

論
、
美
容
技
術
、
関
係

法
規
）

４
、
実
技
試
験

５　

受
験
申
請
手
続

⑴
提
出
書
類
等

①
受
験
申
請
書

②
履
歴
書

③�

受
験
資
格
及
び
免
許
資

格
を
証
す
る
書
類

④�

写
真
２
枚
（
タ
テ
４
㎝

×
ヨ
コ
３
㎝
、
申
請

前
６
ヶ
月
以
内
に
撮

影
し
た
上
半
身
、
正

面
無
帽
の
写
真
で
裏

面
に
免
許
職
種
、
氏

名
を
記
入
す
る
こ
と
）

⑤
は
ん
こ
（
訂
正
用
）

⑵
受
験
手
数
料

①
実
技
試
験１５

、８
０
０
円

②
学
科
試
験３

、１
０
０
円

③�

試
験
免
除
資
格
審
査

手
数
料
（
実
技
試
験
・

学
科
試
験
両
方
免
除

申
請
者
）２

、０
０
０
円

⑶
受
付
日
時

平
成
26
年
11
月
４
日
㈫
・

５
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
、

11
月
６
日
㈭
午
前
10
時
～
正

午⑷
受
付
場
所

�

東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
１

階　

臨
時
窓
口

⑸
受
験
票
の
交
付

�

受
験
票
は
受
験
申
請
を
受

け
付
け
た
と
き
に
交
付
し

ま
す
。
試
験
当
日
は
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

６　

合
格
発
表

�

平
成
27
年
２
月
18
日
㈬
～

20
日
㈮

都
庁
第
二
本
庁
舎
１
階
臨

時
窓
口

７　

お
問
合
せ

試
験
案
内
書
及
び
受
験
申

請
書
請
求
は
組
合
本
部
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３（
３
３
７
０
）２
１
３
１

内
容
の
詳
細
は
東
京
都
産

業
労
働
局
雇
用
就
業
部
能
力

開
発
課
技
能
振
興
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３（
５
３
２
０
）４
７
１
７

区　　　分 日　　　時

学科試験（指導方法）平成27年１月17日（土）午前10時から午前11時30分

学科試験
（系基礎学科）平成27年１月20日（火）午前10時から午前11時

（専攻学科）平成27年１月20日（火）午前11時15分から午後12時15分

実技試験 美　容　科 平成27年１月20日（火）
午後１時30分から

平
成
26
年
度
職
業
訓
練
指
導
員

試
験
の
ご
案
内
（
資
格
試
験
）

Ｑ　

あ
な
た
は
現
在
、
ヘ
ア

カ
ラ
ー
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
ひ

と
つ
だ
け
お
選
び
く
だ
さ
い

（
単
数
回
答
）

現
在
ヘ
ア
カ
ラ
ー
を
し
て

い
る
の
は
61
・
５
％
で
す
。

「
以
前
は
し
て
い
た
が
今
は

し
て
い
な
い
」
と
い
う
中
止

者
は
18
・
０
％
。「
し
た
こ

と
は
な
い
」
と
い
う
未
経
験

者
は
20
・
５
％
で
す
。
年
代

Ｑ　

あ
な
た
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー

を
す
る
回
数
／
機
会
は
、
１

年
前
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
し
た
か
（
単
数

回
答
）

１
年
前
と
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー

を
す
る
回
数
／
機
会
の
変
化

に
つ
い
て
は
、「
変
わ
ら
な

い
」
が
６
割
を
占
め
て
い
ま

す
。「
増
え
た
」
は
26
・
１

％
、「
減
っ
た
」
は
11
・
０

％
で
す
。
年
代
別
に
み
る
と
、

Ｑ　

あ
な
た
は
今
後
、
ヘ
ア

カ
ラ
ー
の
色(

明
る
さ)

を
ど

の
よ
う
に
し
た
い
と
思
わ
れ

ま
す
か
（
単
数
回
答
）

ヘ
ア
カ
ラ
ー
継
続
意
向
者

で
の
今
後
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の

明
る
さ
に
つ
い
て
は
、「
今

ま
で
通
り
」
71
・
６
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

年
代
別
に
み
る
と
、
10
代

で
は
「
現
在
よ
り
明
る
い
色

に
し
た
い
」
が
37
・
６
％
と

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
30
代

以
降
で
は
現
状
維
持
傾
向
が

強
く
、
50
代
で
は
82
・
３
％

が
「
今
ま
で
通
り
の
明
る
さ

で
よ
い
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。

Ｑ　

今
後
、
あ
な
た
は
ヘ
ア

カ
ラ
ー
を
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
か
（
単
数
回
答
）

現
在
ヘ
ア
カ
ラ
ー
を
し
て

Ｑ　

あ
な
た
の
現
在
の
ヘ
ア

カ
ラ
ー
は
、
１
年
前
と
比
較

　

１
年
前
と
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
明
る
さ
比
較

　

ヘ
ア
カ
ラ
ー
利
用
状
況

　

１
年
前
と
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
回
数
比
較

Ｑ　

あ
な
た
の
現
在
の
ヘ
ア

カ
ラ
ー
の
明
る
さ
は
ど
の
く

ら
い
だ
と
思
い
ま
す
か
。
最

も
近
い
も
の
を
ひ
と
つ
お
選

び
く
だ
さ
い(

単
数
回
答)

現
在
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
明

る
さ
に
つ
い
て
は
「
あ
ま
り

明
る
く
な
い
方
だ
と
思
う
」

が
約
半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
代
別
に
み
る
と
、「
あ
ま

り
明
る
く
な
い
方
だ
と
思

う
」
は
40
代
以
降
で
高
く
、

特
に
50
代
で
は
60
・
４
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
明
る
さ

　

今
後
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
明
る
さ

　

今
後
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
利
用
意
向（
現
在
非
利
用
者
）

別
に
み
る
と
、
10
代
で
は
未

経
験
者
が
47
・
６
％
と
他
の

年
代
に
比
べ
群
を
抜
い
て
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
40
代
以

降
で
は
現
在
利
用
率
が
高
く
、

50
代
で
は
79
・
６
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

し
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

し
た
か
（
単
数
回
答
）

１
年
前
と
の
明
る
さ
の
比

較
に
つ
い
て
は
、「
変
わ
ら

な
い
」
が
半
数
強
を
占
め
て

い
ま
す
。「
明
る
く
な
っ
た
」

「
暗
く
な
っ
た
」
が
そ
れ
ぞ

れ
２
割
台
で
す
。
年
代
で
傾

向
が
異
な
り
、
10
代
で
は

「
明
る
く
な
っ
た
」
が
56
・

１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
年

齢
が
上
が
る
ほ
ど
「
変
わ
ら

な
い
」
が
高
く
、
50
代
以
降

で
は
75
・
６
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

着
物
文
化
と
美
容
組
合
の

Ｐ
Ｒ
、
そ
し
て
着
付
営
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
昨
年

開
催
し
て
大
反
響
を
呼
ん
だ

「
き
も
の
で
銀
座
」
を
今
年

も
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
着
物
の
お
勉
強
と
銀

座
の
街
を
歩
く
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
申

込
み
下
さ
い
。
実
施
概
要
は

次
の
通
り
で
す
。

主
催　

Ｂ
Ａ
東
京

　
　
　

東
京
認
定
美
容
師
会

後
援　

日
本
着
付
学
術
会

　
　
　

東
京
美
容
家
集
団

協
力　

�

国
際
文
化
理
容
美
容

専
門
学
校

期
日　

10
月
14
日
（
火
）

講
演
・
実
演

□
場
所　

�

第
一
ホ
テ
ル
東
京

（
港
区
新
橋
）

□
時
間　

午
後
12
時
30
分　

□�

テ
ー
マ

　

�

十
二
単　
「
日
本
の
宮
廷

装
束
」

□
講
師
〈
講
演
・
実
演
〉

　

荘
司
礼
子
先
生

（
国
際
文
化
理
容
美
容
専
門

学
校
渋
谷
校
校
長
／
衣
紋
道

高
倉
流
た
か
く
ら
会
会
頭
）

ウ
ォ
ー
ク

　

講
演
終
了
後
、
各
々
銀
座

の
街
を
歩
い
て
楽
し
み
ま
す
。

参
加
費

　

６
、０
０
０
円
（
食
事
付
）

申
込
み

　

９
月
22
日
ま
で
に
支
部
長

さ
ん
又
は
組
合
本
部
へ

　

但
し
、
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

※�

詳
細
は
本
紙
同
封
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

第２回「きもので銀座」
参加者募集中！

宮廷装束の美しさにひたり、
きもので銀座を歩く一日

出
場
選
手
決
ま
る

４
種
目
に
11
人
エ
ン
ト
リ
ー

　

10
月
21
日
に
大
阪
市
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す

る
東
京
の
代
表
選
手
が
、
こ

の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。
競

技
９
種
目
の
う
ち
、
４
種
目

に
11
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

す
。

　

代
表
選
手
は
第
56
回
ガ

ラ
・
ド
の
成
績
に
基
づ
き
各

種
目
の
上
位
入
賞
者
が
選
ば

れ
ま
し
た
が
、
全
国
大
会
と

ガ
ラ
・
ド
の
種
目
名
が
一

部
異
な
る
こ
と
か
ら
、
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
競
技
は
ガ
ラ
・

ド
の
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
か
ら
、
ス

ト
リ
ー
ト
カ
ッ
ト
競
技
は
同

じ
く
「
サ
ロ
ン
ス
タ
イ
リ

ン
グ
〝
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
〟」

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
上
位
入
賞

者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
カ
ッ

ト
＆
ブ
ロ
ー
競
技
と
中
振
袖

着
付
競
技
は
ガ
ラ
・
ド
と
同

じ
種
目
名
な
の
で
上
位
入
賞

者
が
そ
の
ま
ま
選
考
さ
れ
ま

し
た
。
出
場
競
技
種
目
と
選

手
は
次
の
と
お
り
。

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
競
技

忰田　翔
（世田谷支部）

小川恵里家
（世田谷支部）

根本雄史
（蒲田支部）

中
振
袖
着
付
競
技

石川嗣美
（江戸川支部）

黒岩千歩
（荒川支部）

ス
ト
リ
ー
ト
カ
ッ
ト
競
技山本亜紀

（目黒支部）
川村　学
（新宿支部）

古川星幸
（練馬支部）

カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
競
技

関根亜里沙
（荏原支部）

小松﨑愛
（赤塚支部）

丸山　譲
（目黒支部）

全国大会

昨年のきもので銀座
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当
組
合
が
推
進
し
て
い
る

総
合
火
災
保
険
を
取
り
扱
っ

て
い
る
２
社
の
う
ち
、（
株
）

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
は
、
日

本
興
亜
損
害
保
険
（
株
）
と

９
月
１
日
に
合
併
し
『
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

（
株
）』
と
社
名
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
保
険
契
約
等
の

窓
口
は
、こ
の
新
会
社
と「
三

井
住
友
海
上
火
災
保
険（
株
）

の
２
社
で
す
。

　

城
東
支
部
（
森
本
善
三
支

部
長
）で
は
、８
月
12
日（
火
）

「
屋
形
船
め
ぐ
り
で
残
暑
の

ひ
と
と
き
を
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
日
は
元
気
に
明
る
く
行

き
ま
し
ょ
う
と
張
り
切
る
の

は
、
城
東
美
容
組
合
の
会
員

の
皆
さ
ん
、
で
き
る
限
り
浴

衣
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
と

の
支
部
長
の
一
言
で
、
浴
衣

姿
の
皆
さ
ん
が
愉
し
げ
に
晴

海
屋
の
屋
形
船
に
乗
り
こ
み

ま
し
た
。
出
発
は
夕
方
６
時
、

船
は
大
型
の
ゆ
っ
た
り
し
た

も
の
で
40
名
乗
っ
て
も
ス

ペ
ー
ス
は
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど

の
も
の
で
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
フ
ー
セ

ン
割
が
あ
り
、
そ
の
後
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
を
役
員
の

川
崎
、
安
田
の
司
会
で
愉
し

く
過
ご
し
、
晴
海
屋
の
美
味

し
い
ハ
ゼ
の
天
ぷ
ら
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
の
ビ
ー
ル
や

日
本
酒
の
う
ま
い
こ
と
、
皆

と
て
も
楽
し
い
気
分
に
な
っ

て
歌
い
た
い
人
が
大
勢
で
大

変
で
し
た
。
司
会
者
が
作
っ

た
あ
み
だ
く
じ
で
、
デ
ュ

エ
ッ
ト
の
相
手
を
決
め
る

ゲ
ー
ム
な
ど
も
あ
り
大
変
楽

し
い
心
に
残
る
船
旅
で
し
た
。

★�

成
人
式
受
託
事
業
に
係
る

講
習
会

　

来
年
の
成
人
式
の
た
め
に

今
か
ら
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
程
は
①
10
月
１
日
②
10

月
15
日
③
11
月
12
日
④
11
月

26
日
⑤
12
月
３
日
の
全
５
回
。

い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
後
７

時
か
ら
９
時
30
分
ま
で
。
詳

細
は
同
封
の
チ
ラ
シ
で
。

★�

ア
イ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
シ
ャ

ン
認
定
制
度

ア
イ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
シ
ャ

ン
認
定
制
度
の
講
習
会
を
行

い
ま
す
。
10
月
20
日
（
月
）・

21
日
（
火
）、
11
月
10
日

（
月
）・
11
日
（
火
）、
12
月

８
日
（
月
）・
９
日
（
火
）

の
全
６
回
コ
ー
ス
と
、
11

月
25
日
（
水
）、
12
月
16
日

（
火
）
の
経
験
者
向
け
全
２

回
コ
ー
ス
で
す
。
詳
細
は
同

封
の
チ
ラ
シ
で
。

　

７
月
22
日
（
火
）
美
容
会

館
研
修
室
に
て
、
Ｂ
Ａ
東
京

青
年
会
サ
ク
シ
ー
ド
主
催
の

セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
日
は
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
重
な
る
中
、
美

容
だ
け
で
な
く
他
業
種
の
方

も
ご
参
加
頂
い
た
セ
ミ
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
刈
谷
裕
子
先
生
に

お
越
し
い
た
だ
き
「
サ
ロ
ン

を
よ
り
進
化
さ
せ
、
運
命
を

変
え
る
た
め
の
実
践
メ
ゾ
ッ

ト
～
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
運

命
を
変
え
る
‼
～
」
を
テ
ー

マ
に
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

人
は
感
情
で
動
く
も
の
で

あ
る
た
め
、
五
感
に
訴
え
る

ア
ピ
ー
ル
が
必
要
な
事
な
ど

具
体
的
な
例
を
交
え
な
が
ら

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
何
か
？

一
か
ら
の
丁
寧
な
説
明
に
皆

さ
ん
真
剣
な
眼
差
し
で
受
講

し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
服
部
雅
樹
先
生
に

も
、
売
る
側
目
線
で
は
な
く

お
客
様
目
線
で
の
広
告
ア
プ

ロ
ー
チ
の
効
果
な
ど
を
お
話

頂
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
話
し
足
り
な
い

…
受
講
者
も
も
っ
と
聞
き
た

い
…
と
い
う
印
象
を
受
け
た

興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
他

に
も
、
協
賛
い
た
だ
い
た
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ａ 

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ
株
式
会
社
よ
り

ミ
キ
シ
ン
グ
ヘ
ア
導
入
の
す

す
め
と
デ
モ
ス
ト
を
、
そ
し

て
株
式
会
社
サ
ン
ナ
ホ
ル
よ

り
シ
ャ
ン
プ
ー
の
提
供
、
さ

ら
に
株
式
会
社
き
く
や
美
粧

堂
代
表
取
締
役
社
長
増
保
氏

に
は
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
も
セ
ミ
ナ
ー

の
内
容
以
上
の
収
穫
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
講

師
・
受
講
者
・
サ
ク
シ
ー
ド

メ
ン
バ
ー
で
懇
親
会
の
場
を

設
け
て
意
見
交
換
を
す
る
な

ど
、
熱
く
充
実
し
た
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
（
火
）
夕
刻
、

城
北
ブ
ロ
ッ
ク
（
風
戸
ミ
ツ

子
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
で
は
上
野

精
養
軒
に
て
恒
例
の
納
涼
会

浴
衣
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
１
０
０
名
を
越
え

る
組
合
員
と
ご
来
賓
の
皆
様

の
ご
参
加
を
頂
き
、
滝
川
睦

子
社
長
の
乾
杯
の
御
発
声
の

も
と
素
晴
ら
し
い
宴
が
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
谷
支
部
の
栗
田
先
生
率

い
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
で

盛
り
上
が
り
、
美
味
し
い
フ

ラ
ン
ス
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち

幸
せ
な
時
を
過
ご
し
、
御
来

賓
の
金
内
理
事
長
の
熱
唱
が

素
晴
ら
し
く
、
更
に
宴
は
最

高
潮
に
。
そ
し
て
、
東
京
音

頭
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
盆
踊

が
始
ま
り
、
や
っ
ぱ
り
着
物

姿
は
日
本
の
伝
統
で
美
し
い

と
ウ
ッ
ト
リ
。

　

10
月
14
日
の
「
き
も
の
で

銀
座
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
皆

で
着
物
を
着
て
、
会
い
ま

し
ょ
う
と
約
束
を
し
て
、
閉

会
し
ま
し
た
。

　

三
鷹
支
部
（
佐
々
木
泰
明

支
部
長
）
の
３
美
会
で
は
、

７
月
14
日
（
月
）
午
後
７
時

か
ら
、
今
年
の
イ
ヤ
～
な
こ

と
や
、
い
ろ
ん
な
む
し
ゃ
く

し
ゃ
を
す
っ
き
り
＂
完
了
＂

さ
せ
る
こ
と
を
星
に
願
い

「
カ
ラ
オ
ケ
で
い
い
ん
会
」

（
委
員
長 

向
田　

進
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
＂
エ
コ
～
が
か

か
れ
ば
あ
な
た
も
ス
タ
ー

～
＂
と
し
て
、
ひ
と
と
き
を

思
い
っ
き
り
＂
ス
タ
ー
＂
に

な
っ
た
気
分
で
多
く
の
参
加

者
と
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
と
な
っ
た
吉
祥

寺
「
一
の
十
」
は
ダ
イ
ニ
ン

グ
＆
カ
ラ
オ
ケ
と
あ
っ
て
、

お
料
理
も
と
て
も
美
味
で
大

変
有
意
義
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
叡
智
を
養
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
部
で
は
７

月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）

の
両
日
、
三
鷹
商
工
ま
つ
り

「
匠
の
技
」
展
示
フ
ロ
ア
ー

に
て
、「
夏
の
着
物
着
付
け

展
示
」
を
行
い
ま
し
た
。
日

本
着
付
学
術
会
名
人
（
十

傑
）
の
井
上
茂
子
先
生
、
教

育
部
師
範
講
師
の
土
居
清
子

先
生
、
同
じ
く
望
月
由
美
子

先
生
の
３
名
の
講
師
に
技
術

展
示
を
お
願
い
し
、
元
宝
塚

の
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
絽
の
着

物
、
若
い
モ
デ
ル
さ
ん
３
名

に
は
浴
衣
を
着
付
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
帯

結
び
直
接
指
導
の
希
望
者
が

殺
到
し
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
か

ら
指
導
コ
ー
ナ
ー
？
？
？
に

な
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
感
謝
の
声
と
共
に
美
容
師

の
技
術
の
凄
さ
を
見
せ
つ
け

た
両
日
で
し
た
。

成
熟
し
た
男
の
し
た
た
か

さ
に
つ
い
て
。

大
人
に
な
る
と
誰
も
が
一

定
の
し
た
た
か
さ
を
身
に
つ

け
ま
す
。
し
か
し
戦
後
の
日

本
人
は
、
こ
の
し
た
た
か
さ

を
す
っ
か
り
失
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
れ
は
日
本
が
平
和
で
豊

か
な
社
会
と
な
っ
た
た
め
日

本
人
が
お
っ
と
り
し
た
タ
イ

プ
に
な
っ
た
か
ら
か
も
知

れ
な
い
。「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

な
ど
は
外
国
で
は
ま
ず
あ
り

え
ま
せ
ん
。
お
っ
と
り
し
て

い
て
滅
多
に
人
を
疑
わ
な
い

こ
と
は
あ
な
が
ち
悪
い
こ
と

で
は
な
い
の
で
す
が
、
し
か

し
、
限
度
と
い
う
も
の
が
有

り
ま
す
。
し
た
た
か
と
は
強

い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
強
さ

は
鉄
の
よ
う
な
硬
い
強
さ
で

は
な
く
、
竹
の
よ
う
に
し
な

や
か
な
強
さ
な
の
で
す
。
そ

れ
で
は
し
た
た
か
さ
を
身
に

つ
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

と
に
か
く
メ
ゲ
な
い
こ
と
で

す
。
何
が
あ
っ
て
も
メ
ゲ
な

い
の
で
す
。
そ
う
覚
悟
し
て

多
く
の
修
羅
場
を
経
験
す
れ

ば
自
然
に
身
に
つ
き
ま
す
。

人
に
は
自
ず
と
性
格
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
身
に
合
っ
た
し

た
た
か
さ
を
身
に
つ
け
れ
ば

い
い
の
で
す
。
つ
ま
り
男
の

成
熟
と
は
そ
の
よ
う
に
し

て
、
し
た
た
か
さ
を
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
滅
多
に
く
じ
け
な
い
こ

と
で
す
。　

森
田
一
「
玉
案

下
」
一
部
引
用　
　
（
因
幡
）

第３回 美容サミット 開催
　美容業界が抱える諸問題を業界の共通認識として捉え、その解決をはかり
たいと業界内外の有識者、関係者をお招きしてディスカッションを行います。
　どなたでも聴講できますので、組合員皆さんのご参加をお待ちしています。

日　時　平成26年10月２日（木）午後７時～
会　場　美容会館９階　ＴＢホール
テーマ　美容師志望者の減少傾向をどうするか
　　　　　・美容の魅力
　　　　　・美容師の魅力
　　　　　・美容師になるまでのプロセスはこれでいいのか
　　　　　・サロンの労働環境づくりをどうするか
予定パネリスト　メーカー、ディーラー、養成施設、関係団体、政治家など

主催　東京都美容生活衛生同業組合

日
本
政
策
金
融
公
庫
・
生
活
衛
生
資
金
貸
付
金
利
率

（
平
成
26
年
８
月
13
日
現
在
）

組
合
員
は
金
利
で
優
遇

◎
一
般
貸
付
基
準
利
率
1.40
％
～
3.00
％

◎
振
興
事
業
貸
付
利
率

　

・
設
備
資
金
0.50
％
～
2.10
％

　

・
運
転
資
金
1.40
％
～
2.60
％

　

・
運
転
資
金（
標
準
営
業
約
款
登
録
営
業
者
）

　
　

1.00
％
～
2.20
％

事
業
計
画
を
策
定
し
、一
定
の
会
計
書
類（
青
色
申
告
書
等
）

の
確
認
が
で
き
た
方
は
利
率
が
更
に
0.15
％
下
が
り
ま
す
。

東京認定
美容師会

事業の
ご案内

恒
例
の
納
涼
会
浴
衣
祭
り

１
０
０
名
越
え
の
盛
況

城
北
ブ
ロ
ッ
ク

他
業
種
に
も
呼
び
か
け
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ｂ
Ａ
東
京
青
年
会
「
サ
ク
シ
ー
ド
」

屋
形
船
め
ぐ
り
で

残
暑
の
ひ
と
と
き
を

城
東
支
部

３
美
会「
カ
ラ
オ
ケ
で
い
い
ん
会
」

「
夏
の
着
付
展
示
」開
く

三
鷹
支
部

取
扱
い
保
険
会
社
の
社
名
変
更
の
お
知
ら
せ



Ｂ Ａ 東 京 タ イ ム ス 平成26年 9 月10日（ 水曜日 ）（ 4 ）第 655 号 第三種郵便物認可

10月月例会
ご注意  10月月例会は第１火曜日の日中、会場は

ハリウッドホール（六本木）です。
日時：10月７日（火）13：00開場（予定）13：30開会
会場：ハリウッドホール
　　　【ハリウッドビューティ専門学校（六本木）】
会費：会員1,000円、ビジター3,000円

▶テーマ／

▶出演者／
　【ヘア】掛川吉隆、渡辺映里、森本公子、山口貴大、

藤本博之、近藤紀之、神谷公英、松本桂
　【着付】酒井カヨコ、鈴木由喜枝、北嶋益実、吉田多重美、

藤本英子、村上英子、田中千穂
ご注意　ご来場の際は、あらかじめチケットをご購入いただき

ますので、ご希望の方は、まずはTBA事務局までTEL
にてご連絡ください。
※都合により内容及びスタート時間が一部変更になる場合がございます。

各種実技講習会のお知らせ
注受講料について　M：TBA会員 /S：TBA会員の店の従業員 /V：ビジター

着　　　　　付
◆着付け職種技能検定１級実技試験対応講習会　M S V一律20,000円
直前までLESSON！試験前に技術の確認を！
 日時  9/25㈭、10/9㈭の２日間又は、10/16㈭、10/30㈭の２日間　19：00～22：00
◆Aコース街着【テキスト付】　M16,000円 S18,500円 V21,000円
つむぎ・小紋の着付、名古屋帯、ポイント柄の決め方など。
 日時  9/25㈭、10/9㈭、10/16㈭　19：00～21：30
 講師  当会着付部常任指導委員以上
◆Bコース留袖【テキスト付】　M16,000円 S18,500円 V21,000円
タオル補整、長襦袢の着せ方、留袖着付まで。
 日時  10/23㈭、10/30㈭、11/13㈭　19：00～21：30
 講師  当会着付部常任指導委員以上

ヘ　　　　　ア
◆プラスワン（ひと工夫）実技講習会

・通常料金 M8,000円 S8,000円 V12,000円・早割 M S V 一律4,500円（9/22まで）
※�カットウイッグは持参です。購入希望の方には販売します。講習会お申込み時にご注文下さい。

価格：１台 4,000円

サロンワークを通じて、プラスワンの技術でお客様に喜んでいただきましょう！
 日時  9/30㈭　10：00～14：30

会 員 無 料
◆未経験者歓迎 まつ毛エクステンション導入方法 体験講習会　M無料 S2,000円 V3,000円
まずは良い技術を見て体験してみて下さい！
 日時  10/21㈫　15：30～18：00頃　 講師  枝折憲
◆サロン増収の秘訣！の講習会　M無料 S2,000円 V3,000円
①メニューブックの持つ力と作成のポイント②店内POPの必要性と作成のポ
イント③メニュー、商品販売のアプローチ力
 日時  11/11㈫　15：30～18：00　 講師  勝野新吾

各種お知らせ
◆TBA入会キャンペーン！
会費は入会時～平成27年３月31日まで

時期＼適用 組合員 組合員店舗従業員
9/1～9/30入会 9,000円 7,000円
10/1～11/6入会 7,000円 5,000円

※入会金6,000円も免除！

各種お問合わせ・お申込み　東京美容家集団 ☎03-3379-0555

東 京 美 容 家 集 団
T o k y o  B e a u t i c i a n  A s s o c i a t i o n

経営に役立つ ★９月のサロン繁栄勉強会★ 経営のヒント満載

日　時　９月26日（金）午後７時～９時

会　場　美容会館２階研修室　渋谷区代々木１－56－４

テーマ　実践のサロン経営から学ぶ
　　　　ビジネスパーソン（実業家）を目指せ！

「サロンの店販商品って何？」「商品販売こそ最も利益貢献率が高い」

講　師　勝野新吾　
BA東京葛飾北支部副支部長はじめ地域
組織、組合関係技術団体等の要職にある

会　費　組合員及びそのスタッフ	 500円
　　　　非組合員	 1,000円

申　込　電話でお申込下さい 03-3370-2131

※詳細は本紙同封のチラシをご覧下さい。

基礎から応用コースまで、安く！　楽しく！　学べます。経営の実務に
活かせるパソコン講習会の受講をご案内します。
開　講：平成26年10月５日～平成27年２月10日の間の15コース
受講料：1,200円～2,500円（各コースにより異なります）
申込み：組合事務局 03-3370-2131　※詳細は本紙同封のチラシをご覧ください。

平成26年度パソコン講習会（後期） 受講生募集

匠匠匠の技技

東美国保組合加入について

⑴加入できる方
　東京都内の事業所において、美容の業務に従事する方
で、東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、茨城県、山梨
県に住所を有する方。

⑵被保険者の範囲
　組合員及び組合員の世帯に属する方（同一住民票に登
載され、他の健康保険等に加入していない方）、ただし、
学生で他の地域に居所している場合は加入できます。

⑶加入時の必要書類
現在加入の保険 必　要　書　類 注　意　事　項

区市町村の
国民健康保険

資格取得届
世帯全員の住民票
保険証（国保）のコピー

区市町村国保加入世帯の
一部だけの加入はできま
せん。（世帯包括適用）

共済組合
健康保険
（社会保険）

資格取得届
世帯全員の住民票
共済組合・健康保険の
資格喪失証明書

＊世帯全員の住民票は、発行より３カ月以内のものをご提出下さい。
＊新規加入事業所については、上記の他に必要な添付書類があります。
　詳しくはお問い合わせ下さい。

⑷保険料（均等割：１人当たり月額）	 （平成26年度）
＜医療給付費分＋後期高齢者支援金分（3,500円を含む）＞

一般被保険者 第２号被保険者
（40歳～64歳）

事 業 主 組 合 員 21,500円 24,500円

従 業 員 組 合 員 15,000円 18,000円

同 一 世 帯 家 族 11,000円 14,000円

＊介護分保険料は月額１人当たり3,000円です。

参考：東京都新宿区の保険料率（平成26年度）

１．医療分保険料

年額保険料＝
所　得　割　額

＋
均　等　割　額

※最高限度額　
51万円

加入者全員の＊算定基礎額
×6.3％

均等割額32,400円
×世帯の加入者人数

２．後期高齢者支援金分保険料

年額保険料＝
所　得　割　額

＋
均　等　割　額

※最高限度額　
16万円

加入者全員の＊算定基礎額
×2.17％

均等割額10,800円
×世帯の加入者人数

３．介護分保険料（40歳～64歳の被保険者の方に賦課）

年額保険料＝
所　得　割　額

＋
均　等　割　額

※最高限度額　
14万円

40～64歳の加入者全員の
＊算定基礎額×1.55％

15,300円×
40～64歳の加入者人数

◇＊算定基礎額＝平成25年中の総所得金額－基礎控除額33万円
◇医療分保険料と後期高齢者支援金分保険料と介護分保険料の合計額が国民健康保険料となります。

被保険者数
平成26年8月1日現在

25,424人

	
事業主組合員

3,370人

従業員組合員
15,749人

同一世帯家族
6,305人


